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６．使用図書 スーホの白い馬（赤羽末吉画 大塚勇三再話 福音館書店）
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分 アニメーターの働きかけ 子どもの活動 使用する物など
１ 机上に絵を３枚ずつ置いておく。
（絵本から１８枚の絵を抜粋）
図書室の机にグループごとに着席。
（４人×５ ３人×１の生活班）
絵本のコピー
（字を消したも
の）
ホワイトボード
（教室なら黒板）
短冊の紙
１０ 今からやることの説明。
・自分のグループに渡された絵が
どの場面か、説明する文を書く
こと
説明する文を書く時に「誰が・ど
うした」を基本に「いつ」「どこ
で」「どうして」「何を」「どのよ
うに」などを付けて書くことを説
明する。
・絵をお話の順番に並べ替えるこ
と
説明を聞く。
絵の説明を考え、配られた短冊に書
く。
（教科書の文章を見てもよい）
１４ 書けないでいる子を手伝う。
５w１hを強調する。
「だれが」「どうした」を意識しなが
ら、場面の要約を考える。個人で考
えたものをグループとして仕上げる。
１０ 場面の説明ができたら、その短冊
を絵の下に下げ、お話の順に並ぶ
よう、前に置くことを指示する。
だいたいお話の最初・中・最後どの
あたりかで置き、って来たら、前
後の並べ替えを相談しながらする。
紐と洗濯バサミ
で絵を吊る（教
室なら黒板に貼
る）
セロテープ
８ 並び終えた絵の説明の文を読みな
がら、話の順になっているか確認
する。
自分達の力でお話のあらすじが完
成したことをほめる。
自分のグループが書いた文は、その
グループの人が読み上げる。
やってみての気づき
・絵がどの場面かはすぐ分かっていた。１班
４人で３枚の絵の説明、というので役割分
担がうまくいかなかった班があった。
・「誰が・どうした」を中心に書く、という
のは書きながら実感できていた。ただ、そ
ればかり強調しすぎたので、馬が戻る場面
担当の班が「馬が夜戻ってきた」でよしと
し、私もそのまま認めた。しかし「スーホ
に会いたくて」という言葉を入れよう、と
主張した子がいたと後で聞き「しまった」と思った。スーホと白馬の心のつながりが大
事なお話なのだから、ここで「どうして」を入れるべきだった。
「設定」（時・場所・人）を押さえて「どうした」を入れて要約を書く、ということの理
解に差があり、なかなか書けない子とすらっと書く子があった。しかし、最終的にグルー
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プ作業だったので、書けなかった子も要領を学びながら進められたようだった。
・並べ替えは大変スムーズだった。自分達で前後の調整ができ、なおかつ最後まで要約に
手間取っていた絵がどこに入るか、まで考えて、そのスペースをあけて待つという状況
に感心した。所要時間も予定の半分（５分）で済んだ。
※このアニマシオンは、いろいろ応用できる。低学年ならば絵でもいいが、高学年ならば、
文章の部分を切り取ってバラバラにして並べ替える。説明文などは接続詞にも注目できる。
また算数の計算の進め方、理科の実験のプロセス、調理の順番・・など確認に利用できる。
できれば、１人１枚紙を持って、話し合いながら自分達で動き、並べ替えをすると楽しい。
６、取り入れ方
私は気持ちを問う授業を否定しているわけではない。技術は習得されれば、それと意識
せずに使いこなせるものだ。習得された技術を自分なりに使って登場人物の気持ちに迫れ
ること、それが目的である。だから、技術の習得だけに終始するのでは本末転倒である。
例えば１０のものさしの用語を教えて理解させるだけでも相当時間がかかる。まずはものさ
しを理解させてから、と始めても、一年間があっという間に過ぎ、次の学年で違う先生に
なり、全くものさしに触れなければ、前の一年は無駄なことになりかねない。できれば、
小学校六年間で少しずつものさしを増やしていきながら、それを使った授業を複数回やる、
他はものさしに触れない今まで通りの授業をやる、といったペースが望ましい。そのため
には、学校全体での共通理解と６年間の計画が必要となる。これは現状では難しいだろう
か？
まずは、教師自身がものさしによって教材研究してみることだ。そうすると、「この話
ではこのものさしが重要なカギになる」ということが分かってくる。順序としては、教師
が読解のものさしを理解した後、アニマシオンをやっていると、身に付けさせたいものさ
しが見えてくることがある。それを記録しておき次回同じアニマシオンの作戦を別の本で
やる時にそのものさしを提示する。例えば作戦１２「前かな、後ろかな？」では話の山場、
転換点が考えやすい。「くまさぶろう」（もりひさし こぐま社）を利用した例では、作戦
通りに並び替えのアニマシオンを楽しんだ後、「主人公が変わったところが山場だ」と教
え、「くまさぶろうが、ただのどろぼうでなくなったのはどこだろう？」と問いかける。
あらすじ通りに並んでいる子どもたちは、「○○ちゃんのところ」と自分自身があらすじ
の一部分となって転換点捜しを楽しむ。留意点として、必ず、発言には根拠を求める。「～
だから、○○ちゃんのところで変わったと思います」という形での発言を根気強く求める。
この取り組みを成功させるにあたって、一番大事なのは、話（本）選びであろう。例え
ば、あらすじをおさえ、話の構造を確認させる目的ならば、場面転換があり、展開がはっ
きりしているものがふさわしい。心理描写重視で主人公の独白が長々と続くものなどはや
りにくいだろう。また、どの学年でやるのか、今までアニマシオンを経験したことがある
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か、という子どもたちの状態によって話の長さや内容の難易度は変わってくる。その見極
めも日頃からその子どもたちに関わっている教師の仕事だ。そして、３、で述べたが、前
もって同じ話（本）を読んでくるようにするのが日本では難しい。そこで、短く、易しく、
それでいて深い内容を持つ絵本の利用は小学校高学年でも有効だ。絵本ならその場で初め
て読み聞かせされても内容が理解できる。現在、絵本は出版点数がどんどん増加しており、
大人向けのものも増えている。図書館司書等の協力を得ながら、目的にふさわしい絵本を
捜すこともポイントとなるだろう。
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